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	転写因子AP-2ガンマ(TFAP2C) ホモサピエンス この遺伝子によってコードされるタンパク質は、いくつかの発生遺伝子の活性化に関与する配列特異的DNA結合転写因子である。コードされるタンパク質は、他のファミリーメンバーとホモ二量体またはヘテロ二量体として作用することができ、レチノイン酸を介した分化の間に誘導される。それは、眼、顔、体壁、四肢、および神経管の発生に役割を果たす。[RefSeq提供、2008年7月],ドメイン:WW結合モチーフはWWOXとの相互作用を媒介する。,機能:誘導性のウイルスおよび細胞エンハンサーエレメントと相互作用して、選択された遺伝子の転写を制御する、配列特異的DNA結合タンパク質。AP-2因子はコンセンサス配列5'-GCCNNNGGC-3'に結合し、眼、顔、体壁、四肢、神経管の適切な発生を含む、広範囲の重要な生物学的機能に関与する遺伝子を活性化する。また、MCAM/MUC18、C/EBPα、MYCを含む多くの遺伝子の発現を抑制します。,誘導：レチノイン酸を介した分化過程。,オンライン情報：アクチバチンタンパク質2の発現誘導。,PTM：Lys-10がSUMO化されており、転写活性を阻害します。,類似性：AP-2ファミリーに属します。,サブユニット：DNAに二量体として結合します。他のAP-2ファミリーメンバーとホモ二量体またはヘテロ二量体を形成できます（類似性による）。WWOXと相互作用します。CITED4と相互作用します。UBE2Iと相互作用します。,
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	AP2C抗体を用いたHepG2細胞およびHUVEC細胞のライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	AP2C 抗体を使用した K562 細胞の溶解物のウエスタンブロット分析。
	

	AP-2γポリクローナル抗体を用いたさまざまな細胞のウエスタンブロット分析。
	

	パラフィン包埋ヒト脳の免疫組織化学染色。抗体は1:100（4℃、一晩）に希釈した。抗原賦活化には、高圧高温トリスEDTA（pH8.0）を使用した。抗体から得られたネガティブコントロール（右）は、免疫原ペプチドで前処理した。
	

	パラフィン包埋ヒト乳房の免疫組織化学分析。1、抗体を1:200に希釈（4°、一晩）。2、高圧高温EDTA（pH8.0）を使用して抗原賦活化。3、二次抗体を1:200に希釈（室温、30分）。
	

	パラフィン包埋ヒト乳房の免疫組織化学分析。1、抗体を1:200に希釈（4°、一晩）。2、高圧高温EDTA（pH8.0）を使用して抗原賦活化。3、二次抗体を1:200に希釈（室温、30分）。
	

	パラフィン包埋ヒト乳房の免疫組織化学分析。1、抗体を1:200に希釈（4°、一晩）。2、高圧高温EDTA（pH8.0）を使用して抗原賦活化。3、二次抗体を1:200に希釈（室温、30分）。

